
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖神代小学校の開校記念日

神代小学校は、昨日５月１日が開校記念日でした。昭和３８年４月

１日に、梅沢・小松・岡崎の三小学校の統合により創立され、今年度

は６１年目の歩みをスタートさせたところです。

また、平成２１年１２月２５日に竣工となった現校舎での生活も１

５年目に入りました。歴史や伝統を大切にしながら、これからも神代

小学校の活動を盛り上げていきたいと思います。

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖花のいのちを育む学園

校門を過ぎると左側に「花のいのちを育む学園 旧三小学校の歴史を

受けつぎ 発展させるために」と刻まれた記念石碑があります。統合に

あたり、心の教育を大切にする学校であり、花を育てるなどの体験活動

を通して豊かな感性を育むとともに、教育活動全体を通した道徳教育の

充実によって、思いやりの心や公正公平な態度の大切さを深く学ばせて

。 、 、いきたいという願いを伝えているものです これまでも 本校の活動は

花いっぱい運動、花壇コンクール、学校関係緑化コンクールなどでその

成果を認められ、多くの表彰を受けております。伝統を大切にし、これ 校舎前の記念碑

からも心の教育を推進していきたいと思います。
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令和５年５月２日

雪椿は、本州の東北地方から北陸地

方の日本海側に分布し、ブナ林などに

自生する植物です。

この植物が育つ地域は多雪地帯であ

り、冬季には３ヶ月にもわたって数メ

ートルの雪に覆われます。その間、雪

椿は地表に押しつけられた形で過ご

し、春に雪解けが始まるとその姿を現

すのです。すると、倒れていた枝は次

第に立ち上がり、花を付けます。

花の時期は４～６月で、花びらは薄

く水平に広く開きます。

校章について

昭和３９年１０月１５日

に、神代小学校の校歌と校章

が新しく制定されました。校

章の作者は、草彅留之助氏（当時；卒田字黒倉）

です。校章は院内の山に生息している雪椿（ユキ

ツバキ）の葉、実、花を組み合わせてデザインし

ました。厳しい自然環境にも負けずにたくましく

成長し、毎年花を咲かせる雪椿は「忍耐（我慢強

さ 「健康 「純情（素直な心 「鋭意（集中 」）」 」 ）」 ）

の精神を象徴するものと言われています。

それぞれに輝かしい歴史（実）を持つ梅沢・小

松・岡崎の三校（三葉）が統合して生まれた神代

小学校が雪椿のように、厳しい環境にも負けずに

発展し続け、美しく、強く躍進するように、そし

、 、 、てまた ここに学ぶ一人一人の子どもが 明るく

仲よく、たくましく伸びていくようにとの願いを

込められて作られました。



❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖児童総会（児童会出発の会）

４月２５日（火）に行われました。児童会の一員として、よりよい学校生活をつくっていこうと

する気持ちを高めるための集会です。久しぶりにみんなで歌う「児童会の歌」からスタートしまし

た。集会では、各委員の活動計画を発表したり、それぞれの活動への質問や要望などを確認したり

しました。これからたくさんの活動が予定されています。それぞれの思いをしっかりと実現できる

よう、代表委員会や各委員会での話し合いを充実させてがんばってほしいと思います。

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖交通安全教室

４月２８日（金）に行われました。子どもたちの交通安全の意識を高め、安全な歩き方や自転

車乗りができるようにするための体験学習です。下学年は歩行実技、上学年は自転車実技を行い

ました。当日は、警察署のおまわりさんをはじめ、安全運転管理者協会、交通安全母の会、ＰＴ

Ａ校外指導部の皆さんにご協力いただきました。子どもたちも、模擬コースや実際の道路を使っ

ての実技を中心に、しっかりと緊張感をもちながら挑戦しました。

今回学習したことをしっかりと家庭生活でも実践できるよう、引き続き指導していきたいと思

います。お家の皆さん方からのご指導もよろしくお願いします。

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖代表委員会

４月２７日（木）に行われました。３年生以上の代表が、各学級で話し合ったことを持ち寄り、

全校の意見としてまとめるための会議です。今回は、運動会テーマについてが主な内容でした。楽

しみな運動会を盛り上げたいという思いが伝わるよう、真剣な協議が行われました。決定したテー

マは改めて児童会より発表される計画です。

図書カードをいただきました

仙北市交通安全運転管理者協会田沢湖支部より、本校の子ど

もたちの読書活動に活用してほしいと図書カードを寄贈してい

ただきました。これまでも、毎年寄贈いただいております。ご

厚意に感謝するとともに、引き続き子どもたちへの指導の充実

を図って参ります。本当にありがとうございました。


